
議
会
役
職

議
会
役
職

  

高
校
改
革
・
高
校
再
編

・
地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ

る
中
で
、
高
校
改
革
の
必
要
性

に
つ
い
て
地
域
住
民
に
説
明
し
、

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

Q
酒
井
：
高
校
改
革
の
必
要
性
に
係

る
理
解
を
深
め
る
た
め
、
①
「
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」
の

人
口
推
計
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、

で
き
る
だ
け
中
長
期
の
少
子
化
の
推

計
を
示
し
な
が
ら
、
②
義
務
教
育
と

高
校
教
育
に
お

け
る
少
人
数
学

級
の
違
い
や
、

③
都
市
部
大
規

模
校
に
お
け
る

小
規
模
化
の
影

響
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く

地
域
に
説
明
す

べ
き
と
考
え
る
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が
？

A
教
育
次
長
：
①
酒
井
議
員
が
提
案

す
る
中
長
期
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
く
。

②
義
務
教
育
で
は
、
固
定
し
た
ク
ラ

ス
ご
と
の
学
習
が
基
本
と
な
る
た
め
、

30
人
規
模
の
少
人
数
の
学
級
編
成
を

し
て
い
る
。
一
方
高
校
教
育
で
は
、

生
活
集
団
の
ク
ラ
ス
と
は
別
に
、

様
々
な
学
習
集
団
を
編
成
す
る
た
め
、

生
活
集
団
の
ク
ラ
ス
を
敢
え
て
少
人

数
と
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

③
小
規
模
化
は
教
員
配
置
数
が
縮
小

し
、
例
え
ば
理
科
を
例
に
と
る
と
専

門
性
を
有
す
る
教
員
数
が
８
学
級
規

模
の
学
校
に
お
い
て
は
８
〜
９
人
程

度
、
４
学
級
規
模
の
学
校
で
は
３
人

程
度
と
な
り
、
各
分
野
の
科
目
の
講

座
開
設
数
な
ど
に
大
き
く
影
響
す
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
選
択
肢
が
狭
め
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
の
影
響
が
あ
る
。

  

再
編
統
合
に
よ
る
新
校

⑴
校
舎
等
の
整
備

・
「
県
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
再
編
整
備
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は

無
理
」
と
の
声
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
再
編
に
よ
る
校
舎
整
備
等

に
関
す
る
県
の
姿
勢
を
明
確
に

示
す
べ
き
。

Q
酒
井
：
施
設
整
備
に
要
す
る
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
考

え
方
は
？

A
知
事
：
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る

地
方
債
を
活
用
す
る
な
ど
、
将
来
世

代
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

に
意
を
用
い
て
い
く
。

⑵
募
集
定
員

・
旧
第
８
通
学
区
で
は
、
志
望
に
見

合
っ
た
定
員
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
と
の
声
や
、
旧
通
学
区
内

の
総
定
員
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
他
の
通
学
区
に
流

出
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
声
が

あ
る
。

Q
酒
井
：
旧
第
８
通
学
区
に
お
け
る

現
行
の
募
集
定
員
は
、
ど
の
よ
う
に

決
定
さ
れ
て
き
た
の
か
？

A
教
育
長
：
募
集
定
員
は
、
中
長
期

的
な
推
移
を
見
通
し
な
が
ら
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
学
び
の
場
が
保
障

さ
れ
る
よ
う
策
定
。
中
学
校
卒
業
予

定
者
数
を
基
本
と
し
、
普
通
科
と
職

業
科
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、

過
去
の
志
願
者
数
及
び
入
学
者
数
の

状
況
、
隣
接
通
学
区
の
流
出
入
者
数

や
空
き
定
員
の
状
況
、
私
立
高
校
の

募
集
定
員
等
を
根
拠
と
し
な
が
ら
決

定
し
て
い
る
。

Q
酒
井
：
地
域
内
の
高
校
配
置
が
変

容
す
る
こ
と
か
ら
、
普
通
科
と
専
門

学
科
な
ど
の
地
域
全
体
の
募
集
定
員

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い
説
明
を

す
べ
き
で
は
？

A
教
育
長
：
都
市
部
に
お
け
る
新
校

の
標
準
規
模
を
普
通
校
で
は
１
学
年

６
学
級
以
上
が
望
ま
し
く
、
８
学
級

規
模
の
設
置
も
目
指
し
て
い
る
。
新

校
の
募
集
定
員
の
設
定
は
、
将
来
的

な
少
子
化
の
推
移
、
地
域
内
の
普
通

校
と
専
門
校
の
バ
ラ
ン
ス
、
隣
接
通

学
区
と
の
流
出
入
の
変
化
な
ど
も
考

慮
し
て
、
総
合
的
に
検
討
す
る
。
検

討
内
容
に
つ
い
て
は
地
域
に
分
か
り

や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

※
提
案
を
受
け
て
、
県
教
委
は

丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

  

長
野
県
立
大
学
の

　
　
　
　
卒
業
後
の
県
内
就
職

Q
酒
井
：
長
野
県
立
大
学
は
、
地
域

貢
献
の
一
環
と
し
て
卒
業
生
の
県
内

就
職
を
促
進
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
の

か
？

A
知
事
：
結
果
と
し
て
県
内
就
職
が

高
ま
る
こ
と
が
重
要
。
県
と
し
て
は

学
生
が
就
職
し
た
く
な
る
企
業
が
増

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
に
努
力

す
る
。

Q
酒
井
：
現
在
の
大
学
の
中
期
計
画

を
見
直
し
て
、
目
標
値
を
定
め
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
？

一
般
質
問（
　
　
）

２
月
26
日

令
和
３
年

A
県
民
文
化
部
長
：
目
標
値
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
来
年
度
か
ら

の
初
の
卒
業
生
の
就
職
状
況
を
見
た

上
で
考
え
た
い
。

  

長
野
県
看
護
大
学
の

　
　
　
　
卒
業
後
の
県
内
就
職

・
過
去
に
は
7
割
程
度
あ
っ
た
県
内

就
職
率
も
、
年
々
低
下
す
る
傾

向
に
あ
る
。

・
長
野
県
に
お
い
て
は
、
看
護
人
材

は
平
時
で
も
不
足
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
感
染
症
対
策
を
含
め

た
長
野
県
の
医
療
を
守
る
た
め

に
も
、
看
護
大
学
の
卒
業
生
の

県
内
就
職
を
促
進
す
べ
き
。

Q
酒
井
：
看
護
大
学
は
、
卒
業
生
の

県
内
就
職
を
促
進
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
ど
う
評
価
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
方
針

か
？

A
健
康
福
祉
部
長
：
県
内
の
看
護
師

不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
大
学
の

県
内
へ
の
就
職
が
確
保
し
き
れ
て
い

な
い
。
今
後
は
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
つ
つ
、
大
学
と
し
て
計
画
的
に

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
な
ど
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
県
内

就
職
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
む
。

※
提
案
を
受
け
て
、
両
大
学
卒

業
生
の
県
内
就
職
率
を
改
善
す

る
方
向
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

  

総
務
企
画
警
察
委
員
会

  

　
　
　
　
　
委
員
長
に
就
任

　

令
和
３
年
３
月
17
日
、

委
員
長
に
指
名
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
１
年
。

SHIGERU SAKAI ACTIVITIES

発行責任者：酒井　茂　〒399-4432 伊那市東春近原新田8243　TEL/FAX.0265-73-5606

高
校
改
革

大
　
　
　
学

２
月
県
議
会

２
月
県
議
会

Vol.20酒井茂の県政だより

伊那北高校

伊那弥生ケ丘高校


